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Ⅰ　トップ画面

【トップ画面について】

【薬品明細行について】
　薬ＶＡＮでは、多くの情報を一度に視覚的に表示するために、記号や、色分け表示を使用しています。

６）現在庫数（上段）

７）安全在庫数（下段）

２）不動品 　　　　５）在庫月数（過剰品レベル）

１年以上出庫なし ６ヶ月以上保持

６ヶ月以上 ４ヶ月以上保持

３ヶ月以上 ３ヶ月以上保持

　押下で切替表示 押下で切替表示

１）取扱状況 　　　３）有効期限切迫（上段）

　　◎ １０回以上／月 期限切れ～３ヶ月以内

　　○ ５回以上 半年以内

　　△ ２回以上 １年以内

　　▲ それ以外

　　※ 稀品（手動で設定）

押下で切替表示

　　　４）来局予定（下段）

※青字の項目はシステム規定値で

　システム設定にて調整可能です。

基本処理メニュー 在庫保有額 

安全在庫指標 

他店の取扱状況 

過去の入出庫状況 

メモ 

薬品情報 

データ連携処理 

未処理データのガイド 

簡易抽出キー 

薬品検索キー 

自店の薬品情報（取扱品） 
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Ⅱ　薬VANのデータの流れ

（１）薬品購入情報
各医薬品卸とはオンラインで発注、仕入処理ができます。

（２）薬品使用情報
日々の使用量はレセコンから連携

Ⅲ　日々の業務流れ

抜粋マニュアル
P４ ・・・・・

当日の入出庫を登録する
P５ ・・・・・

P６ ・・・・・

安全在庫を割った薬品を抽出
P７～９ ・・・・・ 発注量を決めて注文

翌日に検品と納品

P13 ・・・・・ バックアップ

P12～13 ・・・・・ 棚卸
遠隔サポート（薬VANポータル）

薬VAN立ち上げ 

通信 

入庫処理 

発注 

出庫処理 

薬VAN終了処理 

インターネットパソコン 
（薬ＶＡＮ） 

 

店舗 

医薬品卸 

発注 

納品 

レセコン 

ネットワーク 

または 

インターネットパソコン 
（薬ＶＡＮ） 

 

随時処理 
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Ⅳ　通信

　通信は仕入データチェック前、発注データ作成後に通信を行うと効率的です。

　仕入データの返送時間などのスケジュールに関しては各取引先卸に確認して下さい。

［通信］を押します 

［全部選択］を選択します 

［通信開始］を押します 

ポイント 
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Ⅴ　入庫処理

①卸仕入　　・・・　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P４８～参照

②分譲購入など

入庫の種類によって下記メニューで使い分け

「社内入庫」・・・グループ内の社内入庫
　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P４０～参照

「社外入庫」・・・分譲購入
　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P５６～参照

「その他入庫」・・・在庫調整など
　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P５８～参照

納品伝票（実在庫）が届いている場合は 

確認に✔を入れます 

すべて確認できたら[確定]を押します 

全ての項目の入力が終わったら、 

[確定]を押します 

入庫したい薬品を検索して 

チェックします 
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Ⅵ　出庫処理

①処方出庫　　・・・★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P４５～参照
事前にレセコン側で「医薬品マスタ」「薬品使用量抽出」を実施します。

②分譲販売など

出庫の種類によって下記メニューで使い分け

「社内出庫」・・・グループ内の社内出庫
　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P２９～参照

「社外出庫」・・・分譲販売
　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P５４～参照

「その他出庫」・・・在庫調整、破棄、破損など
　★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P５８～参照

［レセコン］を押します 

全ての項目の入力が終わったら、 

[確定]を押します 

出庫したい薬品を検索して 

チェックします 

［取込開始］を押します 

［どちらも取り込む］をチェックします 
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Ⅶ　発注

①発注候補発注・・・★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P７～参照
Ⅳ、Ⅴの処理を実行し現在の在庫を確定し下記作業を行う

[再計算]を押します 

[発注候補]を押します 

表示薬品をすべて選択します 

発注－登録を選択します 
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Ⅶ　発注

②バーコード発注・・・★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P１７～参照

発注方法を選択し[進む]を押します 

全ての項目の入力・確認が 

終わったら、[確定]を押します 

発注－バーコード入力を選択します 

バーコードをスキャンしていきます 

全ての項目の入力・確認が 

終わったら、[確定]を押します 
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Ⅶ　発注

③一品目ずつ選択して発注・・・★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P２１～参照

これ以降は、①発注候補発注P7と同じ手順となります

　①～③のどの発注方法でも確定後に必ず通信（Ｐ４）を行い発注データを送信して下さい。

　発注データの締時間などのスケジュールに関しては各取引先卸に確認して下さい。

発注したい薬品を検索し 

チェックします 

発注－登録を選択します 

注 意 
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参考資料：安全在庫数・来局予定日とは？

（１）薬VAN発注候補を利用した発注
安全在庫を基準とした定期発注
薬VANでの安全在庫の計算式は、
各薬剤毎の過去３ヶ月間の連続３日間の合計使用量の最大値とする
これにより、３日間の使用量を担保することができる
※赤字は任意で指定可能です。

安全在庫の算出例
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 　　８・・・９０
日 日 日 日 日 日 日 日 日
前 前 前 前 前 前 前 前 前
5 0 0 28 56 123 112 　　28・・ ・・・

この計算方法だと、全般的に安全在庫が高めに設定される印象になるが、
店舗の使用実績に応じた計算をしているので安全在庫で運用できていれば
あまり細かいことにこだわり過ぎなくてよい。

（２）出庫頻度による発注量について

頻度
◎ 大変よく消費する薬品
○
△
▲

（３）薬VANの安全在庫計算機能でフォローしにくいケース
自動発注点計算機能は過去の仕様実績を基準にしている。
例１ 特定の患者様のための在庫 １．発注画面の発注備考を活用する。

備考欄に「X様用○ヶ月毎に1000錠
包装1箱発注する」等を記載しておき
、薬剤不足を防ぐ。
２．予約発注機能を使う。

例2 前月までに使用実績のない薬剤 薬品不足を防ぐために、欠品しない
（例：新上市品） であろう数量を発注する。

例3 急激に使用量が増加した薬剤 初回は欠品する可能性大。
安全在庫は自動で更新される。

長期処方の薬品、一人の患者用 安全在庫と予約発注

発注量
１週間分

よく消費する薬品 １週間分
普通の薬品 安全在庫

３日間での使用量：５ 

２８ 

８４ 

１９６ 

２９１ 

２６３ 

安全在庫 

過去９０日間の、 
連続した３日間の使用総量を求め、 
その最大値 

この薬品は２９１個の在庫があれば、 
出庫ラッシュが３日間続いても 
安心ってことね！ 
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参考資料：安全在庫数・来局予定日とは？

【来局予定とは】

　この自動計算で、従来は時間をかけて手作業していた発注点設定、発注日指定が自動化されます。

　必要があれば、薬局様の状況に合わせて、システム規定値の青字項目を調整して運用下さい。

過

去 
現在 

４ヶ月間 

頻繁に出庫する薬品ではないが、 

最終出庫から８日目ぐらいには 

出庫があるかもしれないな！ 

最

終

出

庫

日

 

来局予定 

過去４ヶ月の、出庫した（０ではない）日付の間隔を求め、 

その最小値 

出庫から出庫までの間隔：８日間 

出庫から出庫までの間隔：２８日間 

最終出庫日＋８日 

来

局

予

定

日

 

未

来 

ポイント 

安全在庫数 

現在庫数 

薬価 

Σ（薬価×現在庫数） 

Σ（薬価×安全在庫数） 

「全ての薬品が安全在庫数になっている状態」を理想値として、 

  現在の在庫状況との差異が大きければ、 

   「ムダな在庫が多すぎる」って注意するべきなのね！ 

ムダな在庫（不動・期限切迫・過剰）はトップ画面の簡易抽出より抽出 

適正な発注（安全在庫・来局）で理想値を目指してください。 
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補足資料：棚卸手順・・・★詳細は別紙「基本操作マニュアル」P７３～参照

（１）事前設定

薬ＶＡＮは、薬品ごとに棚卸する方法と棚番ごとに棚卸する方法があります

＜薬品ごとに棚卸＞

　薬品名順に棚卸するとき（成分、棚番順に並び替え変更も可能）

＜棚番ごとに棚卸＞

　薬品を棚ごとに保管しているとき（棚ごとの実棚数合算が可能）

どちらの方法で棚卸するか決まったらシステム設定を変更します

必要に応じて棚番の登録をします

（２）棚卸記入表の出力

事前設定で設定した順番に棚卸記入表が出力されます

（３）実棚計数

実棚在庫を数え、棚卸記入表に書き込みます（単位は薬価収載単位）

業務終了時点の在庫数（その日の最終在庫数）を数えてください

（４）実棚数入力

日付を棚卸日にして入力していきます（棚卸日以外の入力でも可能）

入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます

（５）在庫表出力

在庫表種別を選択して在庫表を出力します

エクセルにデータを出力することも可能です
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補足資料：薬VANポータル

デスクトップにある以下のアイコンより起動します。

（１）遠隔操作機能

弊社よりリモートでサポートできます

ID・パスワードを口頭でサポートに伝えてください

ワンタイムパスワードを採用しているため安心です

（２）入退院機能

データ破損時などにデータをお預かりして復旧を行うツールです

（３）バックアップ機能（USBなど）

パソコン故障時に備えデータを設定したフォルダに退避します

毎日業務終了後にバックアップをお勧めしています

（４）センターバックアップ

パソコン故障時に備えデータを弊社バックアップサーバに退避します

プログラムに更新があった場合は併せてバージョンアップを行います

週１回ほどのバックアップをお勧めしています。

13 ページ



サポート体制

サポート窓口 ０８７７－５６－１１７０

リモートでサポートできます

サポート時間 平日８：３０～１７：００

土・日・祝日は休み（当番待機）

ホームページ http://www.ois92.co.jp/k-van

薬VANで検索できます

マニュアル・動画配信しています

メモ欄
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